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検 索

行動計画の策定

市 税 滞 納 一 掃 宣 言
～税負担の公平性を確保するために～

　昨今の世界的な金融危機や長引く景気低迷により日本経済は大きな

打撃を受け、時に明るい兆しが見られるものの、依然として金融不安や

雇用情勢の悪化懸念など、楽観できない状況にあり、多方面において、

デフレ脱却に向けた抜本的な改革が急がれております。

　一方、地方分権社会への潮流が加速する中で、国から地方への権限

の移譲や地方交付税、国庫補助負担金の削減など、地方自治体の主体

性がますます重視されるとともに、財政の健全化が求められております。

　また、平成19年度には身近でよりよい行政サービスを行うことを目的

として、所得税の一部が市県民税へ組み替えられる、いわゆる国から地

方への税源移譲が実施されました。地方自治体では、これらの構造転換

に柔軟に対応するため、より強固な財政基盤を確立することが喫緊の課

題となっております。

　このような状況の中、土浦市では行財政改革及び定員適正化計画に

よる経費の節減合理化や人件費の圧縮など歳出削減の積極的な見直し

を図る一方で、安定的な市政運営を推進するため、市税等の自主財源

の確保に全力を挙げているところです。

　しかしながら、平成21年度における市税の徴収率は県内市町村中に

おいて下位の状況にあり、税負担の公平性を確保することはもとより、

安定した行政サービスを提供するためにも、早急に改善策を打ち出し、

従来にもまして収納対策を強化する必要があります。

　そこで、収納対策を計画的かつ効率的に進めるため「市税滞納一掃ア

クションプラン」を策定し、市民と行政が一丸となって市税滞納の一掃

を目指し取り組んでいくことといたしました。

　これにより、公平な税負担による「日本一住みやすいまち土浦」の実現

に向けて、市民の皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　土浦市長　中　川 　清　　

市税滞納一掃
アクションプランの概要

≪計画期間：平成22年度～26年度≫

現 況　※平成21年度

　徴収率…84.4％

　滞納繰越額…39.7億円

　県内順位（徴収率）…43位

　市税の徴収率は年々低下傾向にあり、今後も極めて厳しい状況が予想されます。税

負担の公平性の確保および安定した行政サービスを提供するためにも、市税の滞納に

対し早急に改善策を打ち出し、より一層の収納対策を強化する必要があります。

　そこで、「市税滞納一掃宣言」を行い、また、収納対策を計画的かつ効率的に進める

ため「市税滞納一掃アクションプラン」を策定し、市民と行政が一丸となって市税滞納

の一掃を目指し取り組んでいきます。

納税課（826-1111　内線2359、2230）問

目標値　※平成26年度までに

　徴収率…90.0％以上

　滞納繰越額…30億円以下

　県内順位（徴収率）…26位以上

今後の主な取り組み

 ①滞納処分の強化

	・早期滞納処分の実施

	・不動産公売の強化

	・自動車差押（タイヤロック方式）	

	の強化

	・インターネットによる動産公売						

	の強化

	・捜索の強化

 ②新たな滞納発生の抑制

	・口座振替の加入促進

	・コンビニ納税の周知

	・電話催告の強化

 ③自主納税の推進と納税環境の整備

	・クレジットカード決済の導入検討

	・マルチペイメントネットワーク

	 	（ペイジー）の導入検討
	 		※専用ネットワークを利用してパソコン	

　　や携帯電話から納税する制度

	・納税相談窓口の拡大

 ④民間委託の推進

	・コールセンターの設置検討

タイヤロックの装着例

※詳しくは、市ホームページ

　をご覧ください。

滞納一掃宣言

市税滞納についての市長宣言と
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　市では、市民との協働や民間の経営感覚を取り入れた行政運営を推進するため、平成18年４月に第３次行財

政改革大綱を策定しました。

　この大綱を踏まえ、「協働」、「健全財政」、「効率・効果」、「人材育成」の４つのチャレンジをテーマに、全庁

を挙げて改革に取り組んでいます。

　具体的な取組項目102件のうち、「実施済」または「継続実施」が合わせて95件で、達成率は93％となっています。

　行政経営課（826-1111　内線2384） 

協働へのチャレンジ

ＮＰＯセミナーの開催…市民活動団体の育成を図るた

め、ＮＰＯ設立の方法、活動資源の確保などを内容と

するセミナーを開催しました。

　→　参加した多くの皆さんからは、活発な意見交換

がなされました。

レジ袋の削減…ごみの減量化や

　地球温暖化防止のため、17事業

　者、27店舗においてレジ袋の有

　料化を実施しました。

　→　平成21年度には、ごみ130t、

　　二酸化炭素604tの削減効果が

　　ありました。

健全財政へのチャレンジ

事業の厳選による起債発行額の抑制…市債発行額を

毎年元金償還額以内に抑えています。

　→　平成21年度決算の市債残高は798億円となり、前

年度決算の残高815億円と比較し、約17億円縮減しま

した。

公用車の削減…公用車を前年度に比べ９台削減し、新

規車両導入に換えてリース車両を４台導入しました。

　→　市全体の保有台数合計は312台になりました。

効率・効果へのチャレンジ

市立幼稚園などの適正配置の検討…土浦市立幼稚園、

小学校及び中学校適正配置等検討委員会を設置して、

児童、生徒のより良い教育環境の整備と学校教育の

充実を図るための検討を行いました。

◉職員定員の適正化（各年度４月１日現在）

年　度 19年度 20年度 21年度 22年度

職　員　数（人） 1,106 1,083 1,060 1,045

前年度比較（人） ▲40 ▲23 ▲23 ▲15

　※職員数は、教育指導主事なども含めた総数

◉行財政改革による主な経費削減額（決算ベースの対前年度比）

歳出削減の取り組み 経費削減額

人件費の抑制（定員管理の適正化） 185,300千円

電算委託料の見直し 2,800千円

交際費の見直し 500千円

補助金等の見直し（見直し対象108件） 2,500千円

印刷物等現物支給による経費削減

（委託業者による広告掲載企業募集）
1,400千円

債務の縮減（公的資金繰上償還による公債費縮減） 198,900千円

市営住宅駐車場使用料徴収事務委託の見直し 1,100千円

決裁カバーなどの再利用による処分料及び購入費の削減 1,600千円

歳入確保の取り組み 歳入確保額

自主財源の確保 300千円

歳入確保も含めた経費削減額合計： 394,400千円

行財政改革の主な取組状況行財政改革の主な取組状況についてお知らせします

平成21年度

公社のあり方の検討…土浦市住宅公社は21年度をもっ

て解散し、土浦市土地開発公社については、経営健全

化計画に基づき、順調に保有用地を削減しています。

人材育成へのチャレンジ

階層別研修の実施…政策形成の強化を

　図るべく、政策形成理論・政策形成

　実践・政策法務などについての研

　修を実施しました。

組織の見直し…市民ニーズや

　新たな行政課題に対して迅

　速かつ適切に対応が可能

　となるように、組織の

　見直しを行いました。

 ◎ 平成21年度の主な取り組み

問

 ◎ 行財政改革の成果

　→　｢土浦市立幼稚園の適正配置

についての考え方｣の提言がま

とまり、土浦幼稚園といくぶ

ん幼稚園を統合する提言書が

教育委員会に提出されました。

　　　この提言を尊重し、保護者

などとも協議しながら、統合

を進めていきます。 ◎本年は、第３次行財政改革大綱の最終年度にな

ります。平成18年度から22年度の５年間を総括す

ると、達成率96％になる見込みです。

指定管理者制度の導入…農業センターおよび生涯学

習館について指定管理者制度を導入しました。
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市制施行70周年記念　第25回

土浦市健康まつり
  10月17日（日）　午前10時～午後３時

  土浦保健センター
健康増進課（826-3471）

☆各種コーナー

◇次の２つのコーナーは、事前に予約が必要です。

◉歯と健康（フッ化物塗布）

　対象者／２歳～未就学児

　定　員／100人

◉骨密度測定

　対象者／20歳以上の方

　定　員／220人

◎共　通

　申込方法／10月８日（金）　午前８時30分から健康

　　　　　　増進課へ電話で（先着順）

  　健康相談、栄養相談

　応急救護指導

　食生活改善

　　（ヘルシーメニューの普及）

　歯科保健

　　（口腔内チェック）

健康体操

　時　間／午前10時～正午、午後１時30分～３時

　内　容／「風の贈り物」、「川の流れのように」

　　などの音楽にあわせた

　　ストレッチ

　講　師／運動普及推進員

　※運動のできる服装でお

　　越しください。

   　野菜、手作り品の即売会

　模擬店

　手打ちそばの販売

　　※売り切れ次第終了に

　　　なります。

刃物研ぎ（包丁、鎌のみ）

　※当日受け付け（１人２本まで。先着80本）

親子であそぼう（キーホルダーをつくろう）

☆筋力向上トレーニング体験

　６種類のトレーニング

機器を使って、筋力向上

トレーニングにチャレン

ジしてみませんか。

　対象者／20歳以上の方

　※運動のできる服装でお越しください。

☆講演会

「健康余命を延ばす介護予防」
～超高齢社会における体操のすすめ～

　時　間／午後１時～３時

　内　容／リハビリなどによる介護予防

　講　師／大田仁史さん（県立健康プラザ管理者）

申問

☆抽選コーナー
抽選券で素敵な商品が当たります。

【無料送迎バス時刻表】

① 土浦保健センター発 ー 10:00 11:00 12:20 13:20 14:20 15:20

② 土 浦 駅 西 口  9:30 10:10 11:10 12:30 13:30 14:30 15:30

③ 市民会館バス停前  9:40 10:20 11:20 12:40 13:40 14:40 15:40

④ 博 物 館 前  9:45 10:25 11:25 12:45 13:45 14:45 15:45

① 土浦保健センター着  9:50 10:30 11:30 12:50 13:50 14:50 ー

◎土浦駅西口から、まちづくり活性化バス「キララちゃん」

　も運行しています。（高津庁舎下車。有料）

☆そのほか、「ほっと一息、お茶コーナー」（ながみね

　茶道クラブ）など、いろいろなコーナーがあります

　ので、ぜひお越しください。

①土浦保健
　センター

④博物館前 ③市民会館
　バス停前

②土浦駅西口
　（日下部酒店前）

◎産業技術総合研究所、

ゼネラルロボティック

ス（株）、科学技術振興

機構、茨城県立健康プ

ラザが３年の開発期間

を経て共同開発した体

操ロボット「たいぞうくん」が体操を披露します。

　会場までの無料

送迎バスを運行し

ますのでご利用く

ださい。
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ステージ
イベント

本部 

ショッピングモール５０５

土浦駅→

土
浦
駅
→

ＴＣビル

生命保険会社

証券会社

農林水産祭

工業祭

商業祭

協 
　 賛 
　　 行 
　　　 事 

協 
　 賛 
　　 行 
　　　 事 

土浦駅→

土
浦
駅
→

●農産物品評会　●霞ヶ浦特産水産物無料配布
●市特産れんこん・れんこん加工品試食販売
●とれたて地場野菜・果実類などの販売会
●パン・手作りみそなどの販売　
●乳製品の販売　●シイタケおよび原木即売会
●苗木・庭園樹類の即売　●花の種の無料配布
●そば打ちの実演・販売　●霞ヶ浦の水族館

●工業製品の紹介
●水耕野菜の即売会
●福引き抽選会

●市内商店安売り市
●観光土産品展示即売会
●お楽しみ抽選会

●キッズコーナー
　・ゴルフ的当て

　・スーパーボールすくい

　を開催！各日先着200人

市制施行70周年記念　第34回

 土浦市産業祭
市制施行70周年記念　第34回

 土浦市産業祭
10月23日（土）、24日（日）

午前10時～午後４時

川口ショッピングモール
商工観光課（826-1111　内線7603）

　　工業祭特設会場

★古紙と樹脂を原料とした「ポ

　ストプラスチック」を使った

　商品の展示

★サイエンス教室

　～自然現象を学ぶ実験教室～

★バイオデックス

　筋力機能の測定、リハビリ

　テーション医療の紹介

水
戸



東
口

西
口

銀行

ウララ

銀行
銀行

神
立
工
業
団
地

土浦市
中央出張所

1産業祭会場

八間通り

さくら通り

２

３

４

５

１２

６７

811
9

１０

上
野

土
浦
駅





ステージ
　　本部

川口ショッピングモール505
常
磐
線

≪会場周辺有料駐車場≫

①土浦市営駅東駐車場

②土浦市営駅西駐車場

③ウララ駐車場

④栗山駐車場

⑤常陽銀行土浦駅前支店駐車場

⑥大形屋駐車場

⑦むさしや川口駐車場

⑧モール505駐車場 ※

⑨ニュー駐車場

⑩ザ・パーク土浦桜町第８駐車場

⑪ツカキ駐車場

⑫ピ！パーク土浦駅前駐車場

※モール505駐車場は、モール内の各専

門店で買い物をしたときに、サービス

券（２時間無料券）を配布します。

問

　　

Ｃ やなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ○

24日（日）
午前11時～、午後２時～

それいけ！アンパンマン ショー

　　

山切修二

23日（土）
午前９時50分～

　開場式・農産物品評会表彰式

午後２時～

　野外ライブ

　　「Glass Wool」、「山切修二」

Glass Wool

　　24団体による協賛行事

★チャリティーバザー

★福祉の店「ポプラ」手

　作り品の展示即売会
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農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す


都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会

　

土
浦
・
阿
見
都
市
計
画
の
変
更

を
行
う
に
あ
た
り
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
き
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　

き
／
10
月
28
日
　

午
後
１

時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
研
修
室（
ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

内　

容
／

①
土
浦
駅
前
北
地
区
第
一
種
市
街

地
再
開
発
事
業
の
変
更

②
荒
川
沖
駅
西
口
第
１
地
区
市
街

地
再
開
発
促
進
区
域
の
変
更

③
高
度
利
用
地
区
の
変
更

◎
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

を
希
望
す
る
方
は
、
公
述
申
出
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
出

書
は
都
市
計
画
課
に
あ
り
ま
す
）

　

な
お
、
公
述
人
が
い
な
い
と
き

は
、公
聴
会
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催

の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
／
10
月

21
日


関
係
図
書
閲
覧
期
間
／
10
月
13
日


～
21
日
　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分（
土
・
日
曜
日
を

除
く
）


土
浦
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
協

議
会

と　

き
／
10
月
13
日
　

午
後
２

問 （
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　

管
財
課
（

内
線
２
２
２
６
）

　

農
地
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
委
員
会
が
行
っ

て
き
た
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」が
法

定
化
さ
れ
ま
し
た
。
遊
休
農
地
や

違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
解
消
な

ど
を
図
る
た
め
、
農
業
委
員
な
ど

が
地
域
を
巡
回
し
て
利
用
状
況
を

調
査
し
ま
す
。
調
査
後
、
遊
休
農

地
や
違
反
転
用
地
の
所
有
者
な
ど

に
対
し
て
、
農
業
委
員
会
が
指
導
・

勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
皆
さ
ん
の
所
有

地
・
耕
作
地
に
入
る
と
き
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期　

間
／
10
月
中
旬
～
11
月

対　

象
／
市
内
す
べ
て
の
農
地

　

農
業
委
員
会（

内
線
５
１
３

３
）

入
札
参
加
資
格

　

全
部
門
の
追
加
受
付

　

市
が
発
注
す
る
工
事
、
委
託
、

物
品
購
入
、
印
刷
な
ど
の
入
札
参

加
資
格
の
追
加
受
付
を
し
ま
す
の

で
、
希
望
す
る
方
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象
者
／

①
新
た
に
登
録
を
希
望
す
る
方

②
す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
で
、

登
録
業
種
の
追
加
・
変
更
を
希
望

す
る
方
（
登
録
は
最
高
６
業
種
ま

で
）

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
管
財
課
で
配
布
す
る
「
要

項
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
／
10
月
18
日

～
29
日

問問 申
問

都
市
計
画
課
か
ら

問

時
か
ら

と
こ
ろ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
研
修
室（
ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

議　

題
／
バ
リ
ア
フ
リ
ー
特
定
事

業
の
進
捗
状
況
ほ
か

傍
聴
者
定
員
／
10
人

傍
聴
手
続
／
当
日
会
場
で
（
午
後

１
時
30
分
か
ら
２
時
ま
で
）


バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室

　

高
齢
者
や
障
害
者
が
感
じ
て
い

る
困
難
を
、
市
民
の
一
人
ひ
と
り

が
自
ら
の
問
題
と
し
て
認
識
す
る

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー｣

を
促
進

す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

と　

き
／
11
月
６
日
　

午
前
９

時
～
正
午

と
こ
ろ
／
土
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

(

下
高
津
二
丁
目
７
‐
27
）

内　

容
／
高
齢
者
の
疑
似
体
験
や

車
イ
ス
体
験
な
ど

申
込
方
法
／
電
話
で


10
月
は
土
地
月
間
で
す


土
地
を
売
る
と
き

　

法
律
に
定
め
る
一
定
面
積
以
上

の
土
地
取
引
は
、
事
前
に
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。


土
地
を
買
っ
た
と
き

　

市
街
化
区
域
は
２
０
０
０
㎡
以

上
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
５
０

０
０
㎡
以
上
の
土
地
取
引
に
つ
い

て
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
行
っ

た
と
き
は
、
契
約
締
結
日
か
ら
２

週
間
以
内
に
、
市（
都
市
計
画
課
）

を
通
し
て
、
県
知
事
に
届
け
出
を

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

と　

き
／
10
月
23
日
　

午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

受
付
電
話
番
号
／
８
２
３
・
７
９

３
０

相
談
内
容
／
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
費
用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
な
ど

　

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（

８
２
３
・
７
９
３
０
）

　

地
域
の
方
に
聴
覚
障
害
に
つ
い

て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

く
た
め
、聾ろ

う

学
校
を
公
開
し
ま
す
。

と　

き
／
11
月
11
日
　

午
前
９

時
20
分
～
午
後
０
時
20
分（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
か
ら
）

と
こ
ろ
／
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

（
阿
見
町
上
長
３
‐
２
）

内　

容
／
授
業
、
施
設
の
公
開

申
込
締
切
／
10
月
22
日


※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校（

８
８

９
・
１
５
５
５
）

県
立
霞
ヶ
浦
聾
学
校

学
校
公
開

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

都
市
計
画
課
（
公
聴
会
…


内
線
２
４
６
５
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

…

内
線
２
０
１
６
、
土
地
月
間

…

内
線
２
２
６
６
）
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市
立
博
物
館

　

秋
季
展
示
解
説
会

問

問

問

市
民
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０i

n

土
浦

肺
が
ん
～
予
防
と
治

療
の
最
前
線
～

申
問

申
問

土
浦
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら

　

市
立
図
書
館
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
活
動
は
、
原
則
月
１
回
、

火
曜
日
の
２
時
間
程
度
で
す
。

と　

き
／
11
月
10
日
　

午
前
10

時
～
午
後
３
時

※
16
日

に
実
地
研
修
を
し
ま

す
。

と
こ
ろ
／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
研
修
室（
ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

定　

員
／
12
人（
定
員
を
超
え
た

と
き
は
抽
選
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
込
締
切
／
10
月
31
日


　
　

市
立
図
書
館（

８
２
３
・

４
６
４
６
）


ユ
ネ
ス
コ
バ
ザ
ー

　

ユ
ネ
ス
コ
国
際
支
援
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
す
。

と　

き
／
10
月
23
日
　

午
前
10

時
か
ら

と
こ
ろ
／
川
口
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
５
０
５（
川
口
一
丁
目
）


バ
ザ
ー
用
品
の
受
け
付
け

と　

き
／
10
月
14
日

～
21
日


（
18
日

は
除
く
）

と
こ
ろ
／
各
地
区
公
民
館

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の

町
の
た
か
ら
も
の
」絵
画
展

名
曲
鑑
賞
の
集
い

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

と　

き
／
10
月
24
日
　

午
後
２

時
か
ら（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

と
こ
ろ
／
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

出　

演
／
土
浦
第
二
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
土
浦
第
三
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
都
和
中
学
校
合
唱
部
、
土
浦

小
学
校
た
ま
き
合
唱
団
、
下
高
津

小
学
校
た
か
つ
合
唱
団
、
土
浦
第

二
高
等
学
校
合
唱
部（
ゲ
ス
ト
）

　

土
浦
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事

務
局
（
土
浦
第
一
中
学
校
内　


８
２
１
・
３
６
７
９　

松
永
）

と　

き
／
10
月
24
日
　

午
後
０

時
30
分
～
５
時
（
開
場
は
正
午
）

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

（
城
北
町
２
‐
24
）

問

　

博
物
館
で
は
「
霞
ヶ
浦
に
育
ま

れ
た
人
々
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
展
示
を
季
節
ご
と
に
行
っ

て
い
ま
す
。
12
月
下
旬
ま
で
の
秋

季
展
示
の
見
ど
こ
ろ
を
、
学
芸
員

が
ご
案
内
し
ま
す
。

と　

き
／


10
月
23
日

…「
享
保
20
年『
日

難
病
患
者
福
祉
手
当
申
請
・

更
新
の
お
知
ら
せ

　

難
病
患
者
の
経
済
的
な
負
担
の

軽
減
と
心
身
の
安
定
の
た
め
、
福

祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。


新
規
に
申
請
す
る
方

申
込
方
法
／
障
害
福
祉
課
に
直
接

持
参
す
る
も
の
／
申
請
書
、
は
ん

こ
、
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
の
写
し
、
振
込
口
座
が
分
か
る

も
の


更
新
さ
れ
る
方

申
込
方
法
／
更
新
さ
れ
た
一
般
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
写
し
を

12
月
15
日

ま
で
に
障
害
福
祉
課

に
郵
送
ま
た
は
直
接

◎
共　

通

対
象
者
／
市
内
に
居
住
す
る
一
般

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方

支
給
額
／
月
額
３
０
０
０
円
を
９

月
と
３
月
支
給

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給

　
　

障
害
福
祉
課
（

内
線
２
３

３
９
）

内　

容
／


特
別
企
画
「
禁
煙
の
実
際
を
学

ぼ
う
」


基
調
講
演
「
生
き
て
い
る
喜
び

～
末
期
が
ん
か
ら
の
生
還
～
」…

小
西
博
之
さ
ん
（
俳
優
）


シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
肺
が
ん
～
予

防
と
治
療
の
最
前
線
～
」
…
座
長

青
木
弘
道
さ
ん
（
あ
お
き
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
、
高
部
和
彦
さ
ん
・

稲
垣
雅
春
さ
ん
・
大
原　

潔
さ
ん

（
土
浦
協
同
病
院
医
師
）
ほ
か

定　

員
／
２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

土
浦
市
医
師
会
事
務
局

（

８
２
１
・
０
８
４
９
）

第
６
回
土
浦
協
同
病
院

市
民
公
開
講
座

　

「
乳
が
ん
」を
テ
ー
マ
に
、
乳
腺

認
定
医
師
、
放
射
線
科
医
師
、
乳

が
ん
看
護
認
定
看
護
師
が
分
か
り

や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

と　

き
／
11
月
６
日
　

午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
中
講
座
室
１（
ウ
ラ
ラ
５
階
）

定　

員
／
１
０
０
人（
先
着
順
）

　

土
浦
協
同
病
院
地
域
医
療
連
携

室（

８
２
３
・
３
１
１
１
）

問

申
問

と　

き
／
10
月
31
日
　

午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
（
ウ
ラ
ラ
５

階
）

内　

容
／

第
１
部
「
口
腔
ケ
ア
で
健
康
長
寿

～
噛
む
、
話
す
、
笑
う
～
」…
藤

田
か
お
り
さ
ん
（
８
０
２
０
・
６

４
２
４
情
報
セ
ン
タ
ー
）

第
２
部
「
心
ゆ
た
か
に
生
き
る
」…

林　

覚
乗
さ
ん
（
南
蔵
院
住
職
）

定　

員
／
４
０
０
人
（
先
着
順
）　

土
浦
市
歯
科
医
師
会
共
催

第
11
回
市
民
公
開
講
座

ウ
ラ
ラ
講
演
会

申
込
方
法
／
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で

　
　

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（

８
２
６
・
１
７
２
２
、

８

２
６
・
１
７
２
８
）

と　

き
／
10
月
26
日

～
11
月
２

日
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
初
日
は
正
午
か
ら
、最
終
日
は
午

後
２
時
ま
で
。11
月
１
日

は
除
く
）

と
こ
ろ
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
ウ
ラ
ラ
５
階
）

　

同
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課

内　


内
線
５
１
１
５
）

記
』ー
大
市
の
に
ぎ
わ
い
」


11
月
６
日

…「
モ
ノ
づ
く
り

の
道
具
」


11
月
27
日

…「
小
田
家
最
後

の
武
将
」


12
月
４
日

…「
古
代
の
農
具
・

鎌
」

※
時
間
は
午
後
２
時
か
ら
30
分
程

度と
こ
ろ
／
市
立
博
物
館
展
示
室
３

入
館
料
／
一
般
１
０
５
円
、
小
中

高
校
生
50
円（
土
曜
日
は
無
料
）

　

市
立
博
物
館（

８
２
４
・
２

９
２
８
）
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住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

と　

き
／
11
月
７
日
　

午
前
10

時
～
正
午

内　

容
／
住
宅
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
す
る
と
き
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

講　

師
／
赤
木
裕
子
さ
ん
（
茨
城

県
建
築
士
会
、
一
級
建
築
士
）


介
護
実
技
を
学
ぼ
う
！

と　

き
／
11
月
14
日
　

午
前
10

時
～
正
午

ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

介
護
実
技
＆
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
講
習
会

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

～
視
覚
障
害
者
の
外
出
を
支
援
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
～

と　

き
／
12
月
１
日

、
２
日


午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
総
合
福
祉
会
館（
ウ
ラ

ラ
２　

４
階
）

対
象
者
／
修
了
後
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
事
業
に
登
録
、
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方

定　

員
／
20
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
は
、
各
自
負
担
）

申
込
方
法
／
電
話
で

申
込
締
切
／
10
月
29
日


　
　

社
会
福
祉
協
議
会
（

８
２

１
・
５
９
９
５
）

　

エ
ゴ
グ
ラ
ム
（
性
格
診
断
）
を
使

い
、
自
分
が
ど
の
よ
う
な
人
間
か

を
知
り
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
「
あ

わ
て
な
い
」
、
「
さ
わ
が
な
い
」
自

分
を
み
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

と　

き
／

11
月
27
日
　

①
午
前
10
時
～
正
午

②
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

12
月
４
日
　

③
午
前
10
時
～
正
午

平
成
23
年
度
県
立
土
浦
産

業
技
術
専
門
学
院
生
募
集

応
募
資
格
／
高
等
学
校
ま
た
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
方（
平

成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含

む
）、
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
方

受
付
期
間
／
10
月
25
日

～
11
月

５
日


試
験
日
／
11
月
12
日


定　

員
／
各
科
20
人
（
機
械
技
術

科
、
自
動
車
整
備
科
、
情
報
技
術

科
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
）

　

県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

（

８
４
１
・
３
５
５
１
）

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

問 問

れ
ん
こ
ん
を
使
っ
た

伝
承
料
理
教
室

大
好
き
い
ば
ら
き

就
職
面
接
会（
後
期
）

と　

き
／
11
月
９
日
　

午
前
10

時
～
午
後
１
時（
受
け
付
け
は
、

と　

き
／
10
月
26
日
　

午
後
１

時
～
４
時（
受
け
付
け
は
、
午
前

10
時
30
分
か
ら
。
午
前
11
時
か
ら

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
）

と
こ
ろ
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１
）

対
象
者
／
大
学
院
、
大
学
、
短
大
、

専
修
学
校
な
ど
を
平
成
23
年
３
月

に
卒
業
予
定
の
方
、
ま
た
は
既
卒

で
就
職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
方

※
参
加
予
定
企
業
な
ど
、
詳
し
く

は
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職
面
接
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://ww

w.

p
r
e
f
.
i
b
a
r
a
k
i
.
j
p
/
b
u
k
y
o
k
u
/

s
y
o
u
k
o
u
/
r
o
s
e
i
/
h
2
2
d
a
i
s
u
k
i
/

in
d
ex.

h
tml

)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

県
労
働
政
策
課（

０
２
９
・

３
０
１
・
３
６
４
５
）、
市
商
工

陸
上
自
衛
隊
土
浦
駐
屯
地

　

開
設
58
周
年
記
念
行
事

と　

き
／
10
月
16
日
　

午
前
９

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
／
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

（
阿
見
町
青
宿
１
２
１
‐
１
）

内　

容
／
記
念
式
典
、
装
備
品
展

示
、
訓
練
展
示
、
戦
車
等
試
乗
、

各
種
イ
ベ
ン
ト

※
空
砲
に
よ
る
射
撃
を
行
い
ま
す

の
で
、
非
常
に
大
き
な
音
が
出
ま

す
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
同
伴
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報
班

（

８
８
７
・
１
１
７
１　

内
線

２
３
１
、
２
３
２
）

内　

容
／
介
護
す
る
と
き
の
実
技

講　

師
／
小
針
浩
美
さ
ん（
社
会

福
祉
協
議
会
、ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

◎
共　

通

と

こ

ろ

／
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
ウ
ラ
ラ
２　

７
階
）

定　

員
／
各
20
人（
先
着
順
）

持
参
す
る
も
の
／
筆
記
用
具

※
介
護
実
技
は
、
動
き
や
す
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
／
電
話
で

※
一
時
保
育
あ
り（
２
歳
か
ら
就

学
前
ま
で
。
要
予
約
）

　
　

男
女
共
同
参
画
課（

８
２

７
・
１
１
０
７
）

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
方
や
そ
の
家
族
の
応
援
者

に
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座

で
す
。

と　

き
／
11
月
２
日

、
12
月
11

日
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ
／
四
中
地
区
公
民
館

定　

員
／
各
50
人

申
込
方
法
／
電
話
で

　
　

高
齢
福
祉
課（

内
線
２
４

５
５
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

午
前
９
時
45
分
か
ら
）

と
こ
ろ
／
土
浦
保
健
セ
ン
タ
ー

（
下
高
津
二
丁
目
７
‐
27
）

内　

容
／
調
理
実
習

対
象
者
／
市
内
に
居
住
す
る
方

定　

員
／
30
人（
先
着
順
）

受
講
料
／
３
０
０
円

持
参
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

申
込
方
法
／
電
話
で

申
込
期
間
／
10
月
12
日

か
ら

　
　

健
康
増
進
課（

８
２
６
・

３
４
７
１
）

観
光
課（

内
線
７
６
０
４
）

④
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／

①
一
中
地
区
公
民
館

②
六
中
地
区
公
民
館

③
二
中
地
区
公
民
館

④
新
治
地
区
公
民
館

内　

容
／
エ
ゴ
グ
ラ
ム
で
の
性
格

診
断
、
緊
急
時
や
災
害
時
の
避
難

場
所
な
ど
の
確
認
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
使
っ
て
ご
飯
づ
く
り
な
ど

定　

員
／
各
40
人
（
先
着
順
）

受
講
料
／
１
０
０
円

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直
接

申
込
締
切
／
11
月
12
日


　
　

社
会
福
祉
協
議
会
（

８
２

１
・
５
９
９
５
）
、一
中
地
区
公
民

館（

８
２
１
・
０
１
０
４
）、六

中
地
区
公
民
館（

８
４
２
・
３

５
８
５
）
、二
中
地
区
公
民
館（


８
２
４
・
３
５
８
８
）
、新
治
地
区

公
民
館（

８
６
２
・
２
６
７
３
）

問
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　市では、猫の習性を知り、

正しく飼うことで、猫に関

するさまざまな問題を解消

し、誰もが快適に暮らせる

まちづくりを推進するた

め、ガイドラインを策定し

ました。

内　容／飼い主の心構え

　（正しい飼い方）

猫による被害などの苦情および相談内容の実

　例など

◎ガイドラインは市ホームページ(http://www.

city.tsuchiura.lg.jp/news.php?code=1019)を

ご参照ください。ご覧いただけない方は、無料で

冊子を配布しますので、お問い合わせください。

環境衛生課衛生管理係（内線2407、2461）

ガイドライン「しあわせな猫の飼
い方・育て方」を策定しました

祝
賀
市
制
施
行
70
周
年

大
提
灯
行
列
参
加
者
募
集

　

土
浦
町
と
真
鍋
町
が
合
併
し
、

土
浦
市
と
な
り
今
年
で
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、

真
鍋
か
ら
土
浦
駅
ま
で
市
民
参
加

の
提
灯
行
列
を
行
い
ま
す
。

と　

き
／
11
月
３
日
　

午
後
２

時
30
分
～
７
時

集
合
場
所
／
真
鍋
宿
通
り
（
真
鍋

交
番
近
く
）

往
復
順
路
／
善
応
寺（
真
鍋
三
丁

目
）～
旧
水
戸
街
道
～
土
浦
駅
前

※
山
車
・
獅
子
が
提
灯
行
列
の
前

後
を
巡
行
し
ま
す
。

参
加
予
定
人
数
／
１
０
０
０
人

（
先
着
順
）

参
加
費
／
５
０
０
円
（
提
灯
・
記

念
品
・
保
険
代
）

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
で
（
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
）

　
　

市
民
大
提
灯
行
列
実
行
委
員

会
（
〒
３
０
０
‐
０
０
４
２　

城
北

町
15
‐
17　

㈱
双
葉
商
会
内　



０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
３
０
０

下
田
）

と　き／10月30日（土）

　　　　午前10時～午後２時30分

※雨天のときは、10月31日（日）に順延

ところ／水郷公園（プール前）

内　容／ヨーヨーつり、金魚すくい、竹とんぼつく

　　　　り、バルーンアートつくり、飲食物の販売

　　　　など

　 青少年課（ 826-3455）

平
成
23
年
度
県
立
中
央

看
護
専
門
学
校
生
募
集


助
産
学
科

応
募
資
格
／
看
護
師
養
成
施
設
な

ど
を
卒
業
し
た
方
な
ど
（
平
成
23

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）

申
問

申
問

第24回土浦子どもまつり

問

問

問

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

と　

き
／
11
月
20
日
(

雨
天
の

と
き
は
23
日

に
順
延
）

と
こ
ろ
／
水
郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象
者
／
ペ
ア
の
ど
ち
ら
か
が
市

内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
高
校
生
以
上
の
方

種
目
・
定
員
／

土
浦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

と　

き
／
12
月
５
日
　

午
前
９

時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
／
新
治
運
動
公
園

対
象
者
／
小
学
１
年
生（
１
㎞
）～

一
般
男
女（
５
㎞)

参
加
料
／

小
・
中
学
生
…
１
０
０
０
円

一
般
…
１
５
０
０
円

申
込
方
法
／
各
支
所
・
出
張
所
、

各
地
区
公
民
館
、
体
育
施
設
な
ど

に
あ
る
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え

て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
川

口
運
動
公
園
管
理
事
務
所
へ
直
接

申
込
締
切
／
10
月
29
日


　
　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（

内
線

５
１
５
８
）


男
子
ダ
ブ
ル
ス
…
64
ペ
ア


女
子
ダ
ブ
ル
ス
…
32
ペ
ア

参
加
料
／
１
ペ
ア
２
０
０
０
円

申
込
方
法
／
申
込
書
を
メ
ー
ル
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

※
申
込
書
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.tsuchiura-ta.jp)

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
水

郷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
川
口
運
動
公

園
管
理
事
務
所
に
も
用
意
し
て
い

ま
す
。

申
込
締
切
／
10
月
29
日


　
　

土
浦
市
体
育
協
会
硬
式
テ
ニ

ス
部（


８
２
６
・
１
３
８
０

info@tsuchiura-ta.jp)

申
問

受
付
期
間
／
12
月
13
日

～
17
日

一
次
試
験
日
／
１
月
25
日


定　

員
／
25
人


看
護
学
科
３
年
課
程

応
募
資
格
／
高
等
学
校
な
ど
を
卒

業
し
た
方
（
平
成
23
年
３
月
卒
業

見
込
み
を
含
む
）

受
付
期
間
／
12
月
６
日

～
14
日

一
次
試
験
日
／
１
月
12
日


定　

員
／
40
人


看
護
学
科
２
年
課
程

応
募
資
格
／
准
看
護
師
（
平
成
23

年
３
月
に
准
看
護
師
免
許
取
得
見

込
み
を
含
む
）

受
付
期
間
／
11
月
29
日

～
12
月

６
日


一
次
試
験
日
／
１
月
12
日


定　

員
／
80
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

県
立
中
央
看
護
専
門
学
校

（

０
２
９
６

０
５
３
３
）
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講座名 講　師 曜日 時　間 期　間 回数 定員 受講料

ボイストレーニング 南　みつ子 火
10:00

～12:00
11/30～１/25 ５ 30人 2500円

トラベル英会話
ースキルアップー

マイケル・カレン 水
10:00

～12:00
11/24～２/９ 10 30人 5000円

～有機栽培を学ぶ～
（茨城大学共催講座）

茨城大学農学部教授
ほか

水
13:30

～15:30
11/24～12/15 ４ 30人 2000円

日本語の常識 髙橋　仁美 水
13:30

～15:30
11/24～12/22 ５ 30人 2500円

健康・医療講座
（土浦協同病院共催講座）

土浦協同病院院長
ほか

水
18:00

～20:00
11/17～12/15 ５ 50人 2500円

楽しい水彩画
ー水彩の美しさを求めてー

中沢　洋一 金
10:00

～12:00
11/26～２/25 10 30人

5500円
（テキスト代含）

やさしいヨーガ 城石　昌子 土
10:00

～12:00
11/27～12/25 ５ 30人 2500円

ステップアップ韓国語会話 李　貞植 土
10:00

～12:00
11/27～２/12 10 30人 5000円

パソコンの世界 松浦　正夫 土
10:00

～12:00
11/27～３/12
※ノートパソコンを持参

８ 25人
4300円

（テキスト代含）

日常の書
ー小筆を中心にー

唐木　芳苑 日
10:00

～12:00
11/28～３/13 10 30人 5000円

～もっと認知症を知ろう～
（つくば国際大学共催講座）

つくば国際大学医療
保健学部教授  ほか

日
13:30

～15:30
２/20～３/13 ４ 30人 2000円

申込方法／往復はがきで（住所、氏名（ふりがな）、

年齢、電話番号、希望講座、性別を記入）または官

製はがきを窓口に持参

※はがき１枚につき１人１講座

申込締切／10月29日（金）（当日消印有効）

※定員を超えたときは抽選。また、申込者が少数の

ときは中止になることがあります。

土浦市生涯学習館（〒300-0045　文京町９‐２　822-3381）申問

平成22年度 土浦市生涯学習館 後期講座受講生募集

証明書の種類 申請できる方 手数料（１通あたり）

印鑑登録証明書 本　人 300円

住民票の写し 本人または同一世帯の方 300円

外国人登録原票記載事項証明書 本　人 300円

戸籍全部事項・個人事項証明書 本人または同一戸籍に記載されている方 450円

戸籍の附票の写し 本人または同一戸籍の附票に記載されている方 300円

納税証明書 本　人 300円

市民税課税・非課税証明書 本　人 300円

市県民税所得証明書 本　人 300円

取扱証明書の種類／

取扱郵便局／山ノ荘郵便局（永井686‐１）

　　　　　　土浦宍塚郵便局（宍塚1750）

　　　　　　土浦中村郵便局（中村南一丁目１‐15）

と　き／月曜日から金曜日　午前９時～午後４時

　　　　（祝日と年末年始を除く）

11 月１日（月）から、次の郵便局で住民票の写しなど各種証明書の申請・交付が始まります。

市民課（826-1111　内線2286～2289）

持参するもの／本人確認が必要になりますので、①または②のいずれかを持参してください。

　①運転免許証、パスポート、写真付き住民基本台帳カード、外国人登録証明書など顔写真付きで官公署が発

　　行した本人確認ができるもの１点

　②健康保険証、年金手帳、年金証書などのうち２点

※印鑑登録証明書が必要な方は、印鑑登録証もお持ちください。

※委任状などによる代理人の請求はできません。

郵便局での各種証明の申請・交付が始まります
問
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　摩利山踏切は幅員が狭く、歩道も設置されていないため、

歩行者と自転車の通行が危険な状態にあり、交通渋滞の原

因にもなっています。

　そのため、踏切部拡幅工事を行います。踏切部工事は夜

間に行いますが、一般通行と列車運行の安全確保のため、

工事期間中は歩行者と自転車も含め、昼夜全面通行止めと

なりますので、迂回道路を利用してください。

　皆さんには大変ご迷惑をおかけしますが、

ご理解とご協力をお願いします。

工事内容／摩利山踏切拡幅工事

通行止め区間／摩利山踏切

通行止め期間／

  平成22年10月４日（月）～ 23年１月25日（火）予定

　道路課（826-1111　内線2358）問

≪周辺の迂回道路≫

ＪＲ常磐線摩利山踏切 が

昼夜全面通行止め になります

ＪＲ常磐線摩利山踏切 が

昼夜全面通行止め になります

平成22年10月４日（月）～23年１月25日（火）予定

　誕生日と住所、氏名（ふりがな）、電話番号を記入のうえ、写真と

一言（20文字程度）を添えて10月29日（金）までに広報広聴課へ。12月

上・中旬号に分けての掲載となります。

　なお、応募写真は返却できませんので、ご了承ください。

12月で１歳になる
　 赤ちゃんを募集！！

10

本橋煌
こ う き

貴ちゃん
（真鍋六丁目）

☆１歳おめでとう☆
元気にすくすく育ってね　

パパ・ママより

杉山柚
ゆ ず か

果ちゃん
(神立町)

１歳おめでとう！
お姉ちゃんといつまでも

仲良くね

稲田綾
あ や の

乃ちゃん
(永国)

１歳おめでとう!!

元気に大きくなってネ　

中里音
ね い ろ

彩ちゃん
(田土部)

☆お誕生日おめでとう☆
毎日が幸せです

生まれてきてくれて
ありがとう

元気に生まれてくれて
ありがとう

丈夫に育ってね

浜田民
た み お

雄ちゃん
(沖宿町)

井ノ江遼
りょうた

太ちゃん
（北荒川沖町）

おたんじょうびおめでとう
サッカー選手に
なるんだぞ!!

三上陽
ひ な た

詩ちゃん
(湖北一丁目)

１歳おめでとう!!
明るく元気な子に

育ってね　

中野香
か り な

理菜ちゃん
(木田余東台四丁目)

１歳のお誕生日
おめでとう　

その笑顔忘れないでね♪
パパ・ママ・ねぇね

中嶋星
せ い あ

空ちゃん
(荒川沖西一丁目)

☆１歳おめでとう☆
大好きなお姉ちゃんと

仲良くね！
パパ・ママ・きらら

※掲載した氏名、住所などの個人情報は、この広報紙以外では使用しません。

飯野友
ゆ う に

丹ちゃん
(文京町)

お誕生日おめでとう
ゆうちゃん

笑顔が大好き！

鈴木颯
そ う た

太ちゃん
(右籾)

大好きなお姉ちゃんと

仲良く元気に育ってね

１歳おめでとう
いつも笑顔でいてね　
いぶちゃん大好き☆

川崎偉
い ぶ き

武揮ちゃん
(小岩田東一丁目)
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見
学
会


霞
ヶ
浦
を
船
か
ら
な
が
め
よ
う

と　

き
／
11
月
12
日

、
20
日

、
26
日

、
12
月
４
日

午

後
１
時
30
分
～
午
後
２
時
10
分

集
合
場
所
／
土
浦
港
内
ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ「
ホ
ワ
イ
ト
ア
イ
リ
ス

号
」乗
り
場

定　

員
／
各
回
40
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
10
月
30
日

か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

参
加
料
／
大
人
…
１
５
０
０
円
、
小
人
…
７
５
０
円（
乗
船
料
）


土
浦
城
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ー
土
浦
藩
領
の
村
々

期　

間　
　

10
月
30
日

～
12
月
12
日


ふ
た
つ
の
霞
ヶ
浦

市
制
施
行
70
周
年
記
念
　
市
立
博
物
館
第
32
回
企
画
展

　

霞
ヶ
浦
は
周
辺
に
住
む
人
々
の
環
境
と
文
化
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
古
代
、

中
世
の
霞
ヶ
浦
が
海
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
た
時
代
を

ひ
と
つ
、
江
戸
時
代
初
期
の
利
根
川
東
遷
以
降
、
霞
ヶ
浦

が
江
戸
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
た
時
代
を
ひ
と
つ
と

し
、
こ
れ
を
「
ふ
た
つ
の
霞
ヶ
浦
」
と
表
現
し
て
み
ま
し
た
。

霞
ヶ
浦
周
辺
の
人
々
は
古
く
か
ら
霞
ヶ
浦
を
「
流
れ
海
」
、

「
カ
ワ
」
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
水
が
流
れ
て
い
る
と
い
う

認
識
が
生
ま
れ
た
の
は
、
盛
ん
な
水
運
に
よ
っ
て
多
く
の

人
や
モ
ノ
、
情
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
が
水
の
流
れ
、

水
運
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
霞
ヶ
浦
の
水
運
に
か
か
わ
り
、
影
響
を
う

け
て
き
た
周
辺
の
人
々
の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。

常陸国絵図（元禄15年）
〈写真版〉

ー
カ
ワ
を
わ
た
っ
た
人
・
モ
ノ
・
情
報


記
念
講
演
会


江
戸
か
ら
明
治
の
土
浦
河
岸

と　

き
／
11
月
23
日
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

講　

師
／
岡
部
真
二
さ
ん（
県
立
牛
久
高
等
学
校
教

諭
）


利
根
川
東
流
ー
舟
運
路
開
発
と
し
て
の
近
世
初

期
河
川
改
修
ー

と　

き
／
11
月
28
日
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

講　

師
／
青
木
敏
雄
さ
ん（
境
町
歴
史
民
俗
資
料
館

館
長
）


映
画
上
映
会


霞
ヶ
浦
ー
１
９
７
７

と　

き
／
10
月
30
日

、
11
月
13
日

、
12
月
11
日

　

午
後
２
時
～
２
時
40
分

※
10
月
30
日

は
、
撮
影
者
の
吉
田　

薫
さ
ん

（
霞
ヶ
浦
市
民
協
会
理
事
長
）
に
よ
る
お
話
が
あ
り

ま
す
。

◎
共　

通

定　

員
／
各
70
人（
先
着
順
）

※
い
ず
れ
も
入
館
料
が
必
要
で
す
。

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
、
11
月
24
日


※
11
月
23
日
（
勤
労
感
謝
の
日
）
は
開
館

開
館
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

入
館
料
／
一
般
…
１
０
５
円
、
小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
50

円（
20
人
以
上
の
団
体
は
一
般
…
75
円
、
小
・
中
学
生
、
高

校
生
…
30
円
）

※
毎
週
土
曜
日
は
小
・
中
学
生
、
高
校
生
入
館
無
料

◎
11
月
３
日

文
化
の
日
、
13
日

県
民
の
日
は
入
館
無
料

　
　

市
立
博
物
館（

８
２
４
・
２
９
２
８
）

利根川を行き来する高瀬船

申
問

訂　正：№ 1034　12 ページの博物館の休館日「毎週月曜日（10 月 11日（月）除く）」は、
　　　　「毎週月曜日」の誤りでした。

航
こ う こ き し ょ う

湖紀勝

　

霞
ヶ
浦
周
辺
に
点
在

す
る
土
浦
藩
領
だ
っ
た

場
所
を
廻
り
ま
す
。

と　

き
／
11
月
27
日
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
10
分

集
合
場
所
／
市
立
博
物
館

定　

員
／
20
人（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
10
月
30
日


か
ら
電
話
ま
た
は
直
接

参
加
料
／
50
円（
資
料
代
）
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竪
穴
住
居
跡
を
調
べ
る

　

発
掘
調
査
を
見
学
し
て
い
る
人
か
ら
「
四
角
い
大
き
な
穴

は
何
で
す
か
」
と
い
う
質
問
を
よ
く
受
け
ま
す
。
確
か
に
遺

跡
調
査
で
は
、
地
面
に
一
辺
４
～
５
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
50
㎝

前
後
の
四
角
い
大
き
な
穴
が
開
い
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。
実
は
こ
れ
は
竪た

て
あ
な
じ
ゅ
う
き
ょ

穴
住
居
の
跡
で
す
。

　

竪
穴
住
居
と
は
、
文
字
の
と
お
り
地
面
を
掘
り
窪く

ぼ

め
て
つ

く
っ
た
昔
の
人
の
家
の
こ
と
で
す
。
人
々
の
家
は
古
く
は

洞ど
う
く
つ窟

や
テ
ン
ト
状
の
簡
易
な
家
で
し
た
が
、
縄
文
時
代
頃
に

は
竪
穴
住
居
が
一
般
的
と
な
り
ま
し
た
。
竪
穴
住
居
の
平
面

形
は
、
縄
文
時
代
に
は
円ま

る

い
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

弥
生
時
代
頃
に
は
隅す

み

が
丸
い
四
角
形
と
な
り
、
古
墳
時
代
以

降
は
ほ
ぼ
四
角
形
と
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
本
来
は
屋
根
を

支
え
る
柱
が
あ
り
、
屋
根
に
は
茅か

や

な
ど
が
葺ふ

か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
は
腐
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
発
掘

調
査
で
は
地
面
に
掘
り
窪
め
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
壁
の
一
部

や
床
面
な
ど
が
発
見
さ
れ
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
写
真
は
お
お
つ
野
の
八は

ち

ま

ん

わ

き

い

せ

き

幡
脇
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た

古
墳
時
代
前
期（
今
か
ら
約
１
６
５
０
年
前
）
頃
の
竪
穴
住
居

跡
で
す
。
私
た
ち
の
家
も
、
間
取
り
や
持
ち
物
を
み
れ
ば
あ

る
程
度
そ
の
家
の
人
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
の
と
同

じ
よ
う
に
、
発
掘
調
査
で
も
竪
穴
住
居
の
構
造
や
出
土
す
る

資
料
を
総
合
的
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
使
い

方
を
し
て
い
た
家
な
の
か
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
家
は
一
辺
８
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
大
型
の
も
の
で
、

床
面
は
固
く
叩
き
締
め
ら
れ
て
お
り
、
各
隅
近
く
に
は
屋
根

を
支
え
た
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
た
丸
い
穴
が
４
カ
所
あ
り
ま

す
。
そ
の
外
側
に
四
角
く
巡
っ
て
い
る
細
い
溝
は
、
板
状
の

壁
抑
え
材
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
痕こ

ん
せ
き跡

で
す
。
家
の
中
央
部

か
ら
や
や
右
上（
北
西
寄
り
）
に
あ
る
浅
い
窪
み
は
、
家
の
中

で
火
を
焚た

い
て
い
た
炉ろ

の
跡
で
す
。
更
に
よ
く
見
る
と
床
に

は
左
側
壁
面
か
ら
鍵か

ぎ

の
手
状
に
掘
ら
れ
た
細
い
溝
が
あ
り
、

ど
う
や
ら
間
仕
切
り
が
立
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た

家
中
央
部
の
床
面
は
や
や
低
く
、
周
囲
の
方
が
や
や
高
い
つ

く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
家
に
最
も
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
住
居
の

入
口
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
左
奥（
東
）
側
の
柱
手
前
の
床
面

に
、
何
か
道
具
が
備
え
付
け
て
い
た
よ
う
な
た
く
さ
ん
の
小

さ
な
穴
が
あ
り
、
こ
の
穴
の
周
り
か
ら
メ
ノ
ウ
な
ど
の
小
さ

な
破
片
や
、
製
作
途
中
の
勾ま

が
た
ま玉

片
な
ど
が
ま
と
ま
っ
て
発
見

さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
竪

穴
住
居
は
単
な
る
住
ま
い
で
は
な
く
、
装
飾
品
で
あ
る
勾
玉

な
ど
を
作
っ
て
い
た
工
房
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
開
催
中
の
テ
ー
マ
展
「
八
幡
脇
遺
跡
と
古
墳
時
代
の

玉
・
鉄
」
で
は
、
写
真
の
よ
う
な
玉
作
り
工
房
や
、
鍛か

じ

ろ

冶
炉

を
備
え
た
鍛
冶
工
房
と
思
わ
れ
る
竪
穴
住
居
跡
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
上
高
津
貝
塚
の
広
場
に
は
縄
文
時
代
の
竪
穴

住
居
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
上

高
津
貝
塚
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

上
高
津
貝
塚
ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場（

８
２
６
・
７
１

１
１
）

メノウ製勾玉の未製品　
　〔八幡脇遺跡〕 竪穴住居（玉作り工房）跡　　〔八幡脇遺跡〕
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土浦城下に時刻を知らせた太鼓、
二百四十年前に作られたことが判明
土浦城下に時刻を知らせた太鼓、
二百四十年前に作られたことが判明

　実りの秋となり、サンマやきのこ、さつま芋などがお

いしい季節になりました。今月は土浦名産のレンコンを

使った「蓮まんじゅうのあんかけ」を紹介します。

　レンコンにはカリウムやビタミンＣが豊富に含まれ、

ナトリウムの排泄を促し血圧の上昇を防ぐ働きや、風邪・

がんの予防、肌の調子を整えるなどの働きがあります。

　枝豆は、たんぱく質やビタミンＢ　、ビタミンＣを豊

富に含み、アルコールの分解を促し、肝機能の働きを助

けてくれるので、二日酔いを予防する働きがあります。

　うなぎをツナに代えてもおいしくできますので、ぜひ

お試しください。

① レンコンをすりおろして、ユズの絞り汁を混ぜる。うな

ぎは食べやすい大きさに、かいわれ大根は半分に切る。

② ①のレンコンに枝豆と片栗粉を混ぜ、半分をラップの上

にとり、中央にうなぎ10gをのせ茶巾絞りにする。同様

にもう１個作る。

③ ②を蒸し器に入れて約10分間蒸す。

④ Ａをかき混ぜながら、とろみがつくまで火にかける。

⑤ ③を器に盛り付け、④をかけ、ショウガ、かいわれ大根、

ユズの皮をあしらう。

木村　孝子さん　村上　文恵さん

レンコン　　　　　　    150g

ゆでて薄皮をむいた枝豆　 100g

うなぎ（かば焼き）　　   　20g

ユズの絞り汁　    小さじ１強

（または皮を細かく刻んだもの）

かいわれ大根　　　   　　２g

片栗粉　　　　　　  小さじ２

エネルギー　　　　159kcal

たんぱく質　　　　　 8.5g

脂　質　　　　　　　　5.1g

カルシウム　　　   69mg

食物繊維　　　　　　　4.2g

塩　分　　　　　　　　0.4g

すりおろしショウガ  小さじ1/2

　　だし汁　　　　 1/2カップ

　　薄口しょうゆ　 小さじ1/3

　　塩　　　　　　ふたつまみ

　　片栗粉　　　　  小さじ２

ユズの皮の細切り　    　少々

材料・分量（２人分）

１人分の栄養素

作り方

食生活改善推進員

蓮まんじゅうのあんかけNo.69

Ａ

１

太鼓の内部に書かれていた墨書

　江戸時代、土浦城の櫓
やぐらもん

門（太鼓櫓）に置かれて城下に時刻を知

らせた「刻
とき

の太鼓」。今年７月から行われている修復作業で、こ

の太鼓が今から240年前に江戸で作られたことが分かりました。

　太鼓は市指定文化財（八坂神社所有）で、漆
うるし

塗りの胴部に土浦藩

土屋家の家紋「三
みついしもん

石紋」が見られます。漆の塗り直しや革の張り

替えのために、浅草の専門修復業者が革をはずしたところ、内

部から多くの墨
ぼくしょ

書が発見されました。書かれている明和７（1770）

年の年号と浅草の太鼓師の名前は、制作年と作者を示すと考え

られ、年代の判明している刻の太鼓の中では、３番目に古いも

のになります。また、他の年号の数から江戸時代に８回修復が

行われたことも分かりました。太鼓は100年近くにわたり、城下

に時刻を知らせたものと推測されます。

　江戸時代の太鼓櫓と太鼓がともに現存している事例は希少で

あり、亀城公園のシンボルである太鼓櫓とともに、城下町土浦

の誇るべき文化財として後世に伝えたいものです。太鼓は修復

後、土浦城東櫓（市立博物館付属展示館）で展示する予定です。

問 文化課（826-1111　内線5120）
土浦城櫓門

（県指定文化財）問



15　広報つちうら　2010.10.1

素敵なジャズのリズムに酔いしれて

市内小学校運動会・中学校体育祭

サウンド蔵つちうら2010　ムーンライトコンサート

　スポーツの秋を彩る「運動会」・「体育祭」が市内の小・中学校で開催

されました。快晴に恵まれた秋空の下、各学校で趣向をこらした競技

が行われ、子どもたちは、暑さに負けず練習してきた成果を力いっぱ

い発揮していました。また、観覧席からは、子どもたちの大奮闘振り

に熱い声援が送られていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９月11日・18日）

秋空の下輝く
子どもたちの汗と笑顔

　「サウンド蔵つちうら2010　ムーンライ

トコンサート」が、モール505滝の前広場

の野外ステージで開催されました。

　土浦市出身のギタリスト萩谷　清さん

や、アマチュアバンドが出演し、ジャズ

やロック、ボサノバなど多彩な音楽を披

露しました。

　会場を訪れた人たちは、秋風が吹き始

めた夜を想い想いに楽しんでいました。

　　　　　　　　　　　　　（９月５日)
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土浦市地球温暖化防止シンボルキャラ
クターが『つーチャン』に決まりました

　今年度は、「土浦市地球温暖化防止行動計画」のスタートの

年であり、市制施行70周年を迎える年でもあります。そのた

め、地球温暖化防止に市民や事業者、行政が協働で取り組む

架け橋となるシンボルキャラクターを募集したところ、全国

から326点もの応募がありました。

　審査の結果、最優秀賞は大阪市の前田昌克さんの作品「つー

チャン」に決まりました。

問 環境保全課（826-1111　内線2379）

市制施行

70周年

記念事業

『地球まもるくん』

井坂　優花さん

（山ノ荘小学校３年）

『グリーンマン』

小松　賢侑さん

（真鍋小学校４年）

特別賞 特別賞

前田　昌克さん（大阪府大阪市）

最優秀賞　『つーチャン』

『つちたん』

工藤　和久さん

（青森県弘前市）

優秀賞

『Ｃ
こ つ こ つ

Ｏ２×２へらそうクン』

齋藤　陽さん

（東小学校５年）

特別賞

問

コンセプト

　土浦市の「つ」をモチーフに、市が地球温暖化防止活動を

市民や事業者、行政と一体となって、力強く元気に取り組

む姿を親しみやすく表現しました。

そのほかの
入選作品

　

リ
レ
ー
走
は
、
体
育
祭
に
欠
か
せ

な
い
最
も
盛
り
上
が
る
種
目
の
一
つ

で
す
。

　

土
浦
第
三
中
学
校
の
体
育
祭
で

は
、
男
女
別
に
ク
ラ
ス
の
全
員
が
参

加
す
る『
全
級
リ
レ
ー
』が
最
終
種
目

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
、
と
き
に
は
放

課
後
に
練
習
を
行
な
っ
て
き
た
生
徒

た
ち
。
当
日
は
真
夏
の
よ
う
な
暑
さ

で
し
た
が
、
勝
利
へ
の
想
い
を
込
め

た
バ
ト
ン
を
次
の
走
者
に
つ
な
ぐ
た

め
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
全
力
で
駆
け
抜

け
て
い
ま
し
た
。　
　

（
９
月
11
日
）
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レ
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